










 要旨:小児 ALL の化学療法後の顆粒球減少に対し、近年 G-CSF が用いられているが、我々

は G-CSF 投与により、末梢血中の芽球が増加した ALL 症例を経験した。そこで、ALL にお

ける G-CSF の安全な使用のために、臨床検体及び細胞株を用い、ALL 細胞の G-CSF 感受性

と G-CSF receptor の発現を検討した。その結果、biphenotypic や未熟 B リンパ球の形質

を有する ALL では、G-CSF により増殖刺激を受けることが明らかになった。これらの ALL

患児における G-CSF投与に際しては、十分な注意が必要であろう。


